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1.は じ め に

神奈川大学でのケナフの栽培 も、 ここで満7年 目を迎えた。.rl994年 度総合理

学研究所 プロジェク ト研究報告A-2」 によると、1994年 度 は3年 且の連佳とあ り、

これは1992年 度か らのキャンパス内の農地での栽培である。1995年 度か ら本年3

月(1998年 度)ま での4年 間は、新館増設時の余剰土 壌堆積地での連作であった。

1996年 度は、畑栽培 と同時に、温室 において水耕栽培 を行い、一方、キャンパスの

畑 とは別 に、宮崎県熊本営林所 と協力 して森林伐採地 でのケナフ栽培を検討 した。

次いで、199?年 度 には温室でベ トナム種 の栽培 を行った。ケナフの種類 としては、

毎年必ず中国産ケナ フ ・青皮3号 を蒔き、その他、青皮1号 ・2号 及びアメリカ産

ケナフ(EG41・EG71)、 ベ トナム産ケナフ、イ ン ド産 ケナフ、タイ産 ケナフ(Non

Soon2・KaewYai・KhonK加n60)等 を栽培 した。

1998年 度 は、平塚市 と協力 し、休 耕 田での栽培を行 い、 この中で、上述 の中国

産3種 とタイ国産3種 の栽培検討 を行った。これ と同時にキャンパスの畑でも中国

産 とイ ン ド産 及びベ トナム産の栽培を実施 した。 こうした各種ケナ フの栽培経験か

ら、自然に栽培に対する感覚が養われ、ケナフの成長観察 とそれに適応す る葉 ・茎 ・

花 ・根 の観察か ら植物ケナフの多様性 を知 ることがで きた。気温 ・土壌に対す る感

覚 も養われた。各地での民間の協力者 の成果 も、栽培 に対す る色々な知見 を与 えて

くれ、特に伊勢原市の旧ナシ畑での見事な成果は、今後 の栽培の指針 となった.

昨年、12月6日 か ら12日 までのフィリッピン視察 は、さ らに、私にとってかけ

がえのない良い経験であった。

II.ケ ナ フ栽 培 の 実 際

神奈川大学でケナ フ栽培 した今 までの状況 を表 にまとめた。(事 項)

1992年 か ら1994年 までの3年 間は、同じ農地での連作であ り、以降1995年 か

ら1998年 にわたる、新館増設 の際の土壌堆積地での栽培連作 である。1995年 の青

皮3号 の種子 をisss年 にまき、さらに同じ種子 を1998年 に平塚市 の畑(休 耕田)

に併用 した。1996年 には、 ほとんどの種子が発芽 したが、1998年 の発芽率は60%

であった。しか し、発芽 した ものの成長は良く茎 も太か った。
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神奈川大学のケナフ栽培
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一
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一

伊勢原市(果樹園)
雌

'92
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'96

'96

6

7

8

'9

9

9
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品種

青皮3号

アメ リカ産EG41とEG71

青皮3-2号 漸 江省

青皮3-3号 漸江 省

青皮3-20号 湖 南省

青 皮1号

青皮2号

青皮3号
'95青 皮3号 改 良型

NonSoonZ

KaewYai

KhonKaen60

青皮3号

青皮3-2号 漸 江省

青皮3-3号 漸 江省

青皮3-20号 湖南 省

青皮3号

ベ トナ ム産

青皮3号

青皮2号

ベ トナム産

イ ン ド産

青皮1号

青皮2号

青皮3号

NonSoon2

KaewYai

KhonKaen60

青皮2号
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この結果か ら、適 当な種子取 りが出来れば、日本産 として改良出来ると思われる。

アメリカ産 のEG41とEG71に は、見掛け上,差 がな く、のち1998年 にまいた

イン ド産 と類似 して いた。同じく中国産の青皮1号 、2号 および3号 のあいだにも

それ程大きな差は見 られず、比較的青皮3号 は、大きなケナフとな り、茎に側枝が

な くパルプ化 に利用すれ ば、適当であると思われる。特 に、青皮3号 を水耕栽培 し

た ものの茎は、葉がきれいに落ち、まっす ぐした くびれのない青いステッキ状 とな

りパルプ化により適 していることが分かった。青皮2号 は、早生で花が多い といわ

れているが、状況により側枝が出やすい。

イ ン ド産は、茎が丸 く茎か ら側枝がで、葉 も多 い。 しか も、年 を越 して1月 にな

って もまだ花 を咲かせ、青皮の種 とはかな り違 う。側枝や葉や種子をおとすのが大

変 と思われる。

タイ産ケナフの3種:NonSoon2,KaewYaiお よびKhonKean60の うち・Khon

Kean60は 、他の2種 と異な り、成長か ら青皮に近い形態を示し・花 も同じようで

あったが、あまり大 きくな らなかった。化学成分 による研究では・青皮に類似 して

いた。 しか し、他の2種 は、最初の成長か ら青皮 とは異種であり・茎は赤 くな り・

しかも太 くな らなか った。 この2種 、NonSoon2とKaewYaiは ・ついに花が咲か

ないまま枯れて しまった。化学成分の結果か らも、青皮 と異な ることがわかった・

おそ らくタイ産ケナフは、関東付近の気候 にあわないと思われる・

ベ トナム産 は、温室ではかな り大 きくなるが、青皮 ほどではなか った・茎が白っ

ぼく、畑での栽培では発芽率が悪 く、 この種 も関東付近での栽培は不適であると思

われる。種子は採集出来た。

宮崎県の森林伐採地で熊本営林所よ り試験 的に青皮3号 などを栽培検討 したが・

同時 に平塚キャンパスで栽培 したもの とほ とん ど同じであ り・森林伐採地での栽培

が可能であることがわかった。

1998年 に、大学キャンパス と平塚市休耕 田で無肥料状態での栽培実験を行った・

この場合、成長はす るが、比較的短 く茎 も細かった。花はほとんど同 じであったが・

種子は小型であった。ば らまきを行 った部分 も同 じ状態であった・一方・上述の両

地で牛糞を土壌に入れた場合のケナフの成長は良 く、大 きな茎の太いものに育った・

伊勢原市の畑栽培は、ナ シ畑のあとで あ り、 ここに牛糞とキノコ栽培の菌床を加

えたものを肥料 として用いた。少 し遅 いスター トであったにもかかわ らず成長が良

く、高さは4mで あったが、特 に茎が5㎝ ぐらいにまで太 く成長 した・ここで種子

取 りをしたが、成功 した例である。なお、 この土壌は、pH6・4の 酸性であった・さ

らに、平塚キャンパスは、pHが6.8、 平塚市休耕 田のpHは7万 ～7・8のアルカリ性

であった ことを付記 してお く。

これ らの経験か ら青皮3号 は丈夫で連作が可能な ことや種子 も毎年採取 出来 るこ

とが分かった。おそ らく温度 を保てば、年 を超 して育て ることも可能ではないか と

思っている。
一方、10月 に、畑か ら取 り出した数本のケナフを根つきのまま水槽 に入れ・その
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まま軒下 に置いてみた。 この条件でも生育 し、下 の葉 をお として、上の方で新 しい

小さな葉 を出し、小さな黄色 い花 を咲かせ、 ほとんど2ヶ 月、生育 していることが

分かった。軒下なので、寒 さに耐えられず、やがて枯れはじめた。

提 昨年、ケナフの水耕栽培の報告で、ゲナフがpH4.5(酸 性)が 良く成育す るこ

とを述べた。その際に、それぞれの根 の有様 を示 し、酸性では根が細根 の大 きな塊

となっていて、アルカ リ性ではそれが小 さいことを説 明 した。そのとき、鉢植えで

は水耕栽培ほど細 くな い根が幾筋 もそろって鉢の中をめ ぐり、底 の水捌 けの穴か ら

出て外へはい出 して根付 くことを目撃 した。キャンパ スの畑は、石が多 く下が固い

ので、根は、その間を くぐり幾つかに分かれてそれぞ れ太 くな り、その先に細根 を

つけることも確認 した。一方、やわ らか い土壌では、水 のあるところまで根が長 く

伸びて、太根を分けないことが分かった。

皿.ケ ナ フの水耕 栽 培 の経 験

1996年 には 、新 た に温室 内で の青皮3号 の水 耕 栽培 を行 い・特 に酸 性土 壌 に

対 す る適応 性な どを考 慮 してpHを 変 えた生育 実験 を実 施 した・水耕栽 培 には青皮

3号 を用 いた。装 置 は プ ラ ンター を上 下2段 に並べ 上 段 に赤玉 土 を支 持材 と して ケ

ナ フを生育 させ、 下段 は貯水 槽 と して 一定 の時 間 ごと に水 を循 環 させた ・各装 置 の

栽 培条件は、初 め の3週 間は装養 を試験 的 に作動 させ たた め区画2・3(pH5・5)・

区画1、4(pH7.5)に 設定 した。そ の後 、区画1(pH6・5)・2(pH5・5)・3

(pH4.5)、4(pH7.5)と した。各区画 には 、8本 の ケナ フを生育 させ た・移植

4日 後 の5月31日 を起 点 と して6、7、8月 のケ ナ フ基 幹部 の地面 よ りの高 さに

対す る茎 の太 さ を求 めたが 、温 室 の水耕栽 培 で の各実 験 区 にお いて・茎 の太 さ と高

さに差 はなか った。3週 間後 の区画 ごとの葉 の枚 数 は区画1:81枚 ・2:75枚 ・

3:86枚 、4:67枚 で あ り、 また葉1枚 当 りの面 積 はそれぞれ110・6㎝2・179.2

㎝2、18?.・N11、152.7㎝2で あった。5ヶ 月後 、各 区分 ごとに測定 したケナフ1本

当 りの平 均重量 は、それ ぞれ6.Skg、7.3kg、8.4kg、5.3kgで あ り区画3は 区画4の

約1.6倍 に相 当 してい た。水 耕栽 培実験 の結果か ら、ケナ フは適切 な条件が整え ぱ・

葉 も大 き くな りそ の数 も増 し、必 然的 に高 くな る と思 われ る・ さ らに・ ケナ フ1本

当 りの平 均重 量 の結果 か ら、ケナ フの生育 に酸性土 壌が適 して いる ことが分 かった・

さ らに根 を観察 した と ころ、酸 性 で生育 の良 か った ケ ナ フの根 は・細 い根が互 いに

絡 み合 い全 体が 大 き くな って い た。 これ に反 して、 アル カ リ性 で生育 の悪 か ったケ

ナ フの根 は全体 に小 さ く、 また 、鉢植 えの ものは細根 が な く長 い太 めの根 の集 ま り

で あった 。
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W.無 薬 品 パル プ化 の 開発 ヘ チ ャ レ ンジ

最近、環境 に対す る関心が高まってきてお り、小学校等 においても環境問題 にっ

いて の教育活動が行われて る。そのひとうに、木材 に代わ る新 しいパル プと して注

目されて いるケナ フ(Keaaf:Hibiscusca㎜ab血u8L.・ アオイ科フ ヨウ属 のr年

草)を 栽培 し、紙 づ くりを行 うところが増 えてきて いる。 しか し、従 来のパル プ化

法には、その段階 にお いてケナフを苛性 ソーダで煮 る作業があ り、一般家庭や小学

生の環境教育 としてそれ を行 うには安全や廃液の処理な どの面で問題 があった。そ

こで、 この問題 を解決す るために改良を試みた。その結果 、少な くとも苛性 ソーダ

(NaOH)も 石鹸 も使用 しないで、小学校な どに対応で きる方法 を見 出す ことがで

きた。

塑 ⊥使用 したケナ フ青皮3号 は、キャンパスで栽培 した。薬品(NaOH,NaHCO、 、

Na2CO8)、 粉石鹸(洗 濯洗剤;ア タック)、 漂 白剤(キ ッチンハイター)は 市販 の

ものを用いた。ケナフの細断には金槌、はさみ、ナイ フ等 を用 い、パル プ化 の前処

理にミキサーを、蒸解 にはステンレス鍋あるいは、圧 力鍋を用 いた。

-⊥ 従来 の方法は、ケ ナ フの チ ップ化 り粉 砕 → 苛性 ソー ダ と石 鹸 に よ るパ

ル プ化→ 次亜塩 素酸 ソー ダ(NaCIO)か 、過酸 化 水素(HzOz)に よ る潔 白→

パル プであ り、各工程 の簡略化 と薬品を抜 く試みを行 った。ケナフの皮 と木質部を

それぞれ処理 した場合は、その比率を変えて混合する ことができる。

鎧塁⊥(1)パル プ化 に使 う苛性 ソーダと石鹸は、植物 の リグニ ンなどを分解 させ る

ためのものであ り、NaO且 の代わ りにNaHCO3とNa2CO3で 処理 して も、同 じ様な

パルプが得 られた。次 に、石鹸のみで処理 して も変わ らず、最後 に石鹸 も抜 き、水

だけで煮沸 して もほとん ど同じパルプが得 られる ことが分か った。 この煮沸は、数

時間必要 であるが、ケナフの細 断の工夫 と水中でミキサー をかける前処理の導入 に

よ り時間は短縮で きる。 さ らに圧力鍋 を用 いる と蒸解 は早い。蒸解 にオー トク レー

プを用 いる ことも可能 と思われる。ケナフの細 断が不十分 の時は、圧 力鍋での蒸解

を繰 り返す ことができる。 このようにす ると、苛性ソー ダ と石鹸 を完全 に抜いて も

パルプ化できることが分か った。

②次に、漂 白工程 の改善を試みた。家庭で使用 されている2種 類 の漂 白剤 は、酸

素系(H202)と 塩素系(NaClO)で あ るが、後者 の方がよ りよ く脱色される。そ こ

で、 この漂 白剤の使用量 を少なくさせ る試みを検討 し、従来 の50%の 使用 を改良し、

5%以 下で一晩室温放置すれば、充分脱色できることを確かめた。 この工程 は、使用

するケナ フが新鮮であれば2～3%で 充分である。

(3}さらに、新鮮なケナ フ(生)を 材料 にす ると、ほとん ど漂 白工程 は不必要であ

り、前処理 も容易であ り、小学生の学習 には適切であることが分かった。

以上 の結果 をふまえ、平塚市、大磯町な どの小学校 に対 して、 さ らに神奈川大学

附属 中学校 に対 しての指導 と啓蒙を行った。昨年12月22日 には、船橋中央公民館

にて実証試験を行い、さ らに本年2月7日 には、相模川清流の里(相 模原市大島)
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で無薬品パル プ化の勉強会 を実施 した。また,3月6日 には,NECホ ームエ レク ト

ロニ クスK.K湘 南テクニカルセ ンター(神 奈川県大井町)で 「ケナ フ」紙す き体

験会を行 った。これ らの成果について も議論 したい。

V.ケ ナ フの根 が 利 用 で きる

ケナ フ栽培において誰でも気付 くように根 の処理 が当然問題 とな り、人 々の懸念

す るところである。著者 らは、 この点 に気付 き、次 に示すように、炭化す ることが

できるか、あ るいは、茎 と同じようにパル プ化 できな いか と思 い以下の実験 を行 っ

た。そ の結果 、ケナフの根 は竹な どと同 じよ うに炭化 で きることがわかった。そ の

状態は竹の炭のように固くなく、きめ細か く、 しか しくずれ ることはない。従 って、

何 らかの利用、応用ができれば特徴のある炭 として有用な もの となる可能性がある。

この実験 については、平賀国雄氏 と筒井義幸氏 の協 力によって行われたものであ り、

今後 の展開に期待が持て る。少な くとも炭 にできることで、土壌に還元できる こと

がわかった.
一方、根 をそのままパルプ化す る試み も成功 した。昨年11月 に採取した青皮3号

の根は茎 と同じように、靭皮 とコアに分 けることができ、茎と同 じような処理 によ

りパルプ化で きる。畑 に根 を残す ことな く、そ のまま抜いて水洗 いし、茎 と一緒 に

パル プ化すれば良いのではないだろうか。生 の根 は、乾燥 した根 よりやわ らかいし、

若い茎のうちに根 ごと抜いた りすればさ らに容易で あると思われる.

W.新 しい展 開 を求 め て(夢 を語 る)

平塚市、平塚ケナフ普及協会等、私の身近な所 で、ケナフの利用 と製造の開発が

進め られ、幾つかの成果が得 られている。四国、高知で の長年に渡るケナ フ利用 の

成果 と併せて考 える と利用 ・開発の進展 が、 日本 国内のケナフ栽培の鍵 を握って い

ると思われ る。昨年、山梨でのケナフのパルプ化 、さ らに、今 、栃木、今市で新 し

くケナフのパル プ化が進んでお り、 このよ うな対応か ら今螢の展開が明る くなって

きた。一方 、外 国でのケナフ栽培 とそのパル プ化 も決 して悪い状態ではない。中国、

タイ1ベ トナム に続 き、フィリピンで もミンダオ島を中心に、住民の間か らケナ フ

栽培 の機運が高 まって来たことは嬉 しいニュースで ある。

私達のケナフ研究 にも、弾みがつき、ケナ フの花 、葉、茎、根 の有用な成分 の発

見 にも進展 がみ られた ことは既に述べた。そ の うえ、新 しい新式の二酸化炭 素測定

器が研究室 に到着 し、実質的にケナフがCO2固 定にどれだけ寄与できるかの測定 も

可能 になった。いつれ、 この成果 も報告 した い。
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